
―一Sε乙―一

ITム{勲蝶印Ⅵ肇推螺章単∽IttI基解率票肇碑し¥判擢尋留翠

91-IIマTWE図導,膝軍≦[珊III坐  撃騰彫鵬鞘惇場の鋒,I鷺妹準¥聾
I十蜘蜘4コ図百ちり卑コ碧音|lr半韓OI職坐山鐵躙署Ⅷ鰹聾

ヨ馨)コIY44まκ4冒「半ニキ4/*‐γ」ヽ回雄 日%ビIIttιlp士*

口じJ「羽階

冒じ辮

日しゴr絲

翼勤載凱軍回割影創

到邸l増熙

`∝

母廻γ当影創

回冒購士配影OI`ヨ冒麟士配影Ol`下
善割竃ｌ

μ
□
‘
―
壬

碓τ望」劇

`く

白rく4
ⅨЮαζ/]mヽRS¥裂
嗽ド一暉一F
シЩ09～0翻

擢
ヨ
冒
回
冒

単軍餌～0恥単3U冒
¥軍T卜′ル∠乙猟調唯軍軍甲ヨ
I夕ιgn+呈到回̈¥究

J_」斗)薄器擢当葛レヽ一年一F

雲平

'OVttY4irttTま` I準

樅9C影0コルレ到単
縦C9影Cレコ∠C 奪球ηr
Luレ乙(Luo∠+dO)lT驚

墓珊照議T到

礎∠シ影∠乙コルレ撃単

縦6シ影∠レ驚野∠C ttar
Шシ6T里撃
具■ば議T事

▼―辛乙J4`二田Yμポ聯轟    :

『苗町iTI ダ|■|||■|■■|■

11191幸撃|| 111■:|||1111111■|||||||

当1留:難

ゴ壺曇裁議軸裁
lul輩1霧

擢ヨロ回ロマ▼一辛乙J44rttY“中f聯轟 I茸含

墓■1畿OF口T妻( I因

卒夕黎撃、γ出卸ω器辮野摯面割銅
｀
準IT単〉准「県酢γ

“

落Y
?準普コII¥尋当■⑦K/~ry

4irttT糞l。(I章童)7η墓濯尋擢ヨヨヽ回冒`コ
ITユ⑫離

i甲2・l⑦嘔♀聟⑫賃暉里繁
°

'92勤
濯「県蟄Y“落Y⑦T#

｀
フマコIЩ型児中たШ識≦異綸き得罫聾Υ‖口増諄T#%¥CJコ|キ皿」こ
堕鼎Z⑫丁到マT#｀準IM配疇製夕II国尋墓不力綱η冒

量鼎OVttY4照擢 Z

)製尋音響⑫ン｀コ1軍堅V°7■撃¥認
ir鬱誡冒T#⑫)コ聟1ヽ聟コ1影+｀)■日Лま尋勤濯「県酢Y

ζttY⑫丁#｀準1賃昇嘉
｀
97⑫r°292vL立、77■

9準I曇ヨ孝イE4_4丁ミ4副準｀9ヽγ襲尋η口野⑫T裁
｀
)0マコli口¥Υ

'コ

197'97尋髪Ш⑫富疑γ口T#コ|

1景摯V｀慟↓
°ヽ
1々1ヽ)■7Cネ■界1聖ロツTコli口¥｀692

副
=研'Tコ

|イE4-4`ミ4動孫｀準|口νコ｀ηヽ7■
°
.2ヽ1)■軍研7寺/匂悩動0082⑦ヤ孝吾γ摯翠�醜寺

⑦γ肇軍単
｀
多―キ4/*丁γ画⑦丁業凛熟単醜

｀
■1当立9

)中
°
cc.P同7♀_3_7マ孝〉多∫7ヤ罹

'手
軍聯尋―キ4/*

丁γ冒⑫丁#｀脅ゞ猟鬱孝
`FTて

゛
2Ca身マc/1⑦当イ

Y判喜Y章
｀
♀)基濯コ|〉要⑫聘纂黙Y⑦γ摯身早¥、γ聯

当
｀
F“曜
(撃
)匿旨綱J諾

｀
■)V日

°
2、lCLQだフトツ髪田

⑫富影γ口T#｀賃暉習立碑熙⑫T剰コ|)手
｀
準1)朴F瑠

°
。
'7CC/6卑

マ量島l⑦¥聯Y
葦9孝I⑦勁↓

｀
6マqマ■9ヽ1)■卑勤コ1聯町孝マヽf/⑦

聯ン
｀
明聯コイγヽ騨熙⑫摯新r冒

｀
7準
。
,■マ⊥蜀尋冨

習γ摯⑫聯ン
｀
準1唾彪γ用⑦摯厳γ冒

｀
コ1勤
°
9ヽ1)■7)

翠削q副浬明期攣｀
)ソGコIY聯身73⑦喜Y誉｀

イー

マ♀)νYヾ貸、グAIM∠91財士多
｀
2‰8■1幸

Ω申/Й」ヒ士ズリ易
｀
準だ】配寺9西鰺達Кり立∫〔たしαXZ%¥

η辱妻コ1脳∠%コに半窒≦にして庇ΥI喜Y誉⑦摯髪γ冒⑫Ψ日

=190準
l ・I

VttIHЭnS工nq2u2]バ

****秦 OIF
VIVHIHSIIЧSЭ可2エ

***Ψ 当立
o■o囚n】nJ IJ?UIIn入

**¥幸 V聾

■OЛdじllIIЧSnЧnJ JJo IIIЧιC JO'II10d 7 17 uOI早7AЛOSqO pIIIAA oЛoЧS諄()IIV

*l潔出諄目T妻19手1軍=I Wttιεボ晋冒壁



けられているため、風向やプロペラの回転数を光信号で検

出する光ファイバー形式の風車型風向風速計を採用した

観測データは、一旦データロガーに記録し、毎日1

回、携帯電話による通信にて陸上に送信した。

2004年 9月 から計測を開始し、来年2005年 2月 まで継

続する予定である。

3 洋上風況の計測結果
2004年 9月 6日からX“年 8月 30日 までの、約 1年間の

洋上風況の計測結果を述べる。ここで、平均風速の表示は、

洋上と陸上との比較を容易にするために、特記したもの以

外は、海面高さ (地上高さ)師 の高度補正後の数値とする。

補正式を以下に就

図7,8にページロ)に、時間平均風速 (高度補正なし)

の年変化と、時間平均風速 (高度補正なし)の月変化の例

をS、 なお、2005年 4月 は、月平均風速が年平均風速に近
いものの例として選定した

32 j武速の舌レ胡食さ

洋上の風速の舌レλ強さは8.賜 (高度補正なし)であり、

極めて舌レλの少ない安定な風況であることがわかった。陸

上の乱れ強さは24銘 (高度補正なし)であり、洋上は陸上

の 1ん となった ただし、陸上の乱れ強さ24銘は、地上高

‰ の値であり、洋上の値に比べ、地表面による擾乱を多く

受けた値である。月平均舌レλ3会さの変化を図3に示す。

9   10   11   12   1    2    3    4    5    6    7    8

図3 月平均乱れ強さの変化

図9,10にページロ)に、乱れ3会さ (時間平均)の年変

化と月変化をS、 洋上の舌レλ強さは、おおむね、1%前後
を推移している。一方、陸上の乱れ強さは、翻～鋼の間に

広く分布しているように見える。

33 風速の出現頻度

洋上と陸上の風速出現頻度とワイブル近似値を、図

4に示す。洋上の風速の出堺頻度は、陸上に比べ、分布形

状がなだらかで、高風速の出現頻度が高し、洋上の近似ワ

イブル近似動 数力は 1.67、 尺度係数θは8.5となった

また、風車の定格風速を 1れ/sとすると、定格風速以上の風

速が出現する頻度は1%で、陸上の霧に比べ非常に大きな値

となつた

嘲 観測値

一
ワイブル近似値

風速階級(lWs)

(1)  ,社

図4 1風速出現頻度とワイブル近似値
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/洋80 :高度80mに補正後の「洋上」風速 ,

/陸m :高度80mに補正後の「陸上」風速 ,

:「洋上」の計測風速 ,

:「 陸上」の計測風速

また、「洋上」および「陸上」とは、それぞれ、前章で

述べた、磐城沖ガス田プラットフォーム観測位置と陸上観

測位置を意味する。

3.1 平均風速

洋上の年平均風速は、7.価/sであつた。また、陸上の年平

均風速は44 νsであり、洋上は陸上の例鍵をなつた

月平均風速の変化を図2に示す。本図に示すとおり、洋上

の風速は、おおむね、冬季に高く、夏季に低しゝ 特に 1月 か

ら5月 は、月平均風速が肺/sを超える好風況であることが

わかった。また、1月の平均風速が最も高く8“れ/sを記録

したDなお、陸上も、冬季に高く、夏季に低い傾向は変わ

らなし、

一方、Q7月 は、月平均風速が鈍/sを下回り、年平均風速

7.価/sに対し、Z櫂くなつた 月平均風速の最低は、7月の

5.7れ/sであった
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図2 月平均風速の変化
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図7 時間平均風速の年時系列 (高度補正なし)
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図8節b年 4月の時間平均風速の時系列 (高度補正なし)
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時間平均乱れ強さの年時系列
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図 H 日最多出現風向の年時系列
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(高度補正なし)
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(高度補正なし)

長井浩,中尾力 :地理情報システムを用いた洋上風力

発電賦存エネルギー量の推定,第 %回風カエネルギー

利用シンポジウム,醇り1.騒,"∝

石原孟 :関東沿岸における風況特性と洋上風力賦存量

の評価,第 2回洋上風力発電フォーラム講演集,直
84,  2∞5。
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NDO:平成 16年度風力発議 ll用率向上調査委員会風力

発電ロードマップ検討分科会,2慨 .

NEDO:日 本における洋上風力発電の導入可育旨性調査,
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